
別
表
第
一
の
十
四
の
表
刑
務
所
、
少
年
刑
務
所
又
は
拘
置
所
の
支
所
の
項
中
「
次
長
（
人
事
院
の
定
め
る
も
の
に
限

る
。）」
を
「
次
長
（
人
事
院
の
定
め
る
も
の
に
限
る
。）

課
長
（
人
事
院
の
定
め
る
も
の
に
限
る
。）」に
改
め
、同
表
矯
正
研
修
所
の
項
中「
教
頭

二
種

を
「
副
所
長

部
長

二
種

三
種

」
に
改
め
る
。

」

別
表
第
一
の
十
九
の
表
税
関
及
び
沖
縄
地
区
税
関
の
項
中

「
次
長

部
長

部
次
長

首
席
税
関
考
査
官

首
席
税
関
監
察
官

二
種

」
を 「

次
長

部
長

部
次
長

首
席
税
関
考
査

首
席
税
関
監
察

総
括
情
報
管
理

官官官

二
種

三
種

」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
二
十
九
の
表
経
済
産
業
研
修
所
の
項
中
「
統
括
指
導
官

二
種

」
を
削
る
。

別
表
第
一
の
三
十
三
の
表
地
方
運
輸
局
及
び
運
輸
監
理
部
の
項
中「
課
長

次
席
海
事
技
術
専
門
官
（
人
事
院
の
定
め
る
も

の
に
限
る
。）
四
種

」
を 「
課
長

次
席
海
事
技
術
専
門
官
（
人
事
院
の
定
め
る
も
の
に
限
る
。）

次
席
自
動
車
監
査
官

四
種

五
種

」 に
改
め
、同

表
地
方
航
空
局
の
項
中

部
長

部
次
長

二
種

二
種
（
人
事
院
が
別
に
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
三
種
）
」を「

部
長

部
次
長

「

二
種

」
に
改
め
、
同
表
航
空
路
監
視
レ
ー
ダ
ー
事
務
所
の
項
を

削
る
。

別
表
第
一
埼
玉
県
の
項
中
「
三
郷
市
」
を
「
三
郷
市

幸
手
市
」
に
改
め
、
同
表
東
京
都
の
項
中
「
立
川
市
」を「
立

川
市

東
大
和
市
」
に
、「
三
鷹
市

あ
き
る
野
市

五
級
地

」
を「
三
鷹
市

あ
き
る
野
市

東
久
留
米
市

五
級
地

六
級
地

」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

別
表
第
一
の
三
十
四
の
表
内
部
部
局
の
項
中
「
次
長
」
を
削
る
。

別
表
第
一
の
三
十
五
の
表
気
象
測
器
検
定
試
験
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九

四
九
（
地
域
手
当
）
の
一
部
改

正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み

人
事
院
規
則
九

四
九

四
七

人
事
院
規
則
九

四
九
（
地
域
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九

四
九
（
地
域
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
「
移
転
基
本
方
針
」
の
下
に
「
又
は
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
三
十
六

号
）
第
八
条
に
規
定
す
る
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
加
え
る
。

第
六
条
か
ら
第
十
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
条

給
与
法
第
十
一
条
の
六
第
一
項
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
官
署
は
、
文
化
庁
地
域
文
化
創
生
本
部
と
す
る
。

第
七
条

給
与
法
第
十
一
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
支

給
職
員
」
と
い
う
。）に
係
る
地
域
手
当
の
支
給
割
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号

に
定
め
る
割
合
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
支
給
職
員
の
在
勤
す
る
官
署
の
移
転
の
日
の
前
日
に
給
与
法
第
十
一
条
の

三
第
二
項
第
一
号
の
一
級
地
に
係
る
地
域
に
引
き
続
き
六
箇
月
を
超
え
て
在
勤
し
て
い
た
職
員
で
当
該
移
転
の
日
に

当
該
官
署
に
在
勤
し
て
い
た
も
の
そ
の
他
人
事
院
の
定
め
る
職
員
以
外
の
支
給
職
員
に
あ
っ
て
は
、
当
該
割
合
が
百

分
の
十
六
を
超
え
る
間
は
、
百
分
の
十
六
と
す
る
。

一

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

百
分
の
二
十

二

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
こ
の
号
の
規
定
に
よ
る
割
合
が
百
分
の
十
に
至
る
ま
で
の
間

百
分
の
二
十
か

ら
、
百
分
の
二
の
割
合
に
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
の
経
過
年
数
（
当
該
年
数
に
一
年
未
満
の
端
数
が
あ
る

と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
年
数
）
を
乗
じ
た
割
合
を
減
じ
て
得
た
割
合

第
八
条

給
与
法
第
十
一
条
の
六
第
三
項
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
移
転
は
、
第
五
条
に
定
め
る
移
転
以
外
の
官
署
の

移
転
で
、
当
該
移
転
に
伴
う
職
員
の
異
動
等
に
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
官
署
の
移
転
と
す
る
。

第
九
条
及
び
第
十
条

削
除

第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
給
与
法
第
十
一
条
の
六
第
一
項
及
び
第
二
項
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
」
を
「
第
六

条
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
中
「
長
は
、」
の
下
に
「
第
六
条
に
規
定
す
る
官
署
及
び
」
を
加
え
る
。

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九

三
〇
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一

部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

人
事
院
総
裁

一
宮
な
ほ
み

人
事
院
規
則
九

三
〇

九
〇

人
事
院
規
則
九

三
〇
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九

三
〇
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
、
航
空
路
監
視
レ
ー
ダ
ー
事
務
所
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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